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。京都府と京都市が共同運営する京都動物愛護セ

ンター(以下,センター)は,平成27年4月に開所

し,この春で丸2年を迎えます｡センターでは,飼

い主のいない犬や猫の収容,管理を行い,積極的に

譲渡を行っています｡今回,センターに収容される

犬や猫の現状について,皆さんと一緒に考えてい

きたいと思います。
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成犬猫は子猫● ロ
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ヨ容”犬289頭・猫1642。』田

これは平成27年度センターに収容された犬猫の数です。

犬の収容頭数はセンター開所前の平成26年度よりやや減少していま

す。現在，譲渡可能な犬については無期限で新しい飼い主を募集して

います試高齢犬など譲渡が難しい犬も多数います。収容限界を迎え

ないようにするためにも，収容頭数をさらに減らす取組が必要です。

一方，猫については，前年度から若干減少したものの，依然として

非常に多い収容頭数となっています。譲渡数に関しては，前年度より

も3割以上増加しており，それに伴い殺処分数も2割以上減少し，セ

ンターにおける取組の成果が現れています。
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います試高

ないようにす

－方，猫に

非常に多い収

も3割以上増

ンターにおけ

引き取っていますが， 「動

物愛護管理法」により，

原則，動物の飼い主は，

その動物が命を終えるま

で適切に飼養する｢終生飼

養」の義務があるため，

法の規定に反する理由で

の犬猫の引き取りは行っ

ていません。
▲生後1～2週齢の子猫

京都動物愛護センター機関紙
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＜前に，センターにいる犬や猫との出会いも選択肢の一つとして

みてください。
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"救えない命”を減らそう！
私たちのアクション 海

殺処分をなくしていくには，収容される頭数を減らすとともに，

譲渡頭数を増やすことが不可欠です。収容される頭数を減らすに

は，望まれない繁殖を抑制し，また， 「終生飼養」を徹底すること

が必要です。

避妊去勢の徹底はもとより，飼い主が動物に関する正しい知識

を持つことも大切です。動物を最期まで飼うためには，どんなこ

とが必要で，それが自分にできるのか，まずよく考えてください。

終生飼養とは， 「その動物が命を終える時まで，飼い主が責任を

持って管理し最期をみとること」です。もし最期をみとる自信が

なければ，安易にペットを飼うべきではありません。

また，管理の上では，大切なペットが迷子にならないよう，猫

の室内飼育はもとより，犬鑑札の常時装着やマイクロチップの装

着などを行い，迷子の犬猫を減らすことも私たちができるアクショ

ンです。

そして，終生飼養ができる環境で，皆さんがペットを飼いたく

なった場合，是非とも，センターの犬や猫の家族になってあげて

ください。皆さんにセンターから犬猫を譲り受けていただくこと

で，殺処分の数を減らすことができるのです。

こうして，この機関誌を手に取り，殺処分について考えていた

だくだけでも一つのアクションとなります。ペットを取り巻く現

状を知り，皆さんの意識が変わることで，この先，人と動物がス

トレスなく共生できる世の中になっていくことを私たちは願って

います。 (DON)

一おわり一

が掛り大変ですが,センターの犬は,トレーナーによる指導の下,しっ

かりとしつけがされているため，アフターフォローも含め安心して

家族に迎え入れていただけます。

一方，猫の場合は，子猫がほとんどです。毎日異なるボランティ

アが入れ替わり猫舎を清掃し,猫と遊びやコミュニケーションを行っ

ていますので，センターの子猫は，比較的社会化ができており，飼

いやすい猫が多いと思います。

なお，センターでは,譲渡先を京都府下在住の方に限定しており，

他の都道府県にお住まいの方への讓渡は行っておりません。これは，

譲渡後，何かあった場合でもセンターで対応できるようにというこ

とが主な理由です。

犬猫を飼いたいという皆さんは，是非とも，ペットショップへ行








